
 

 

 

 

２０２４年４月１日 

 

 

バーゼルⅢ適用後の自己資本比率の見通しに関するお知らせ 

 

武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）では、２０２４年３月末基準より、新たな資本規制であるバーゼルⅢ

最終化が適用され、新資本規制のルールに従い自己資本比率の算定・開示を行うこととなりましたので、

お知らせします。 

これにあわせ、新資本規制ルールによる先行きの自己資本比率の見通しについても、お知らせします。  

なお、本件につきましては、本日東京証券取引所においても同時に発表しております。 

 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

報道機関からのお問い合わせ先 

総合企画部   塚田 洋輝 

ＴＥＬ（０４８）６４１－６１１１（代） 



 
                                                                    

 

2024 年 4 月 1 日 

 

各  位 

                                                    会 社 名        株式会社 武 蔵 野 銀 行 

                                                 代 表 者 名        取締役頭取   長堀 和正 

                                                （コード番号 ８３３６    東証プライム） 
                                                          問合せ先      総合企画部長  磯中 克哉 

                                                                    （TEL  048 － 641 － 6111） 

 

バーゼルⅢ適用後の自己資本比率の見通しに関するお知らせ 

 

  当行は 2024 年 3 月末基準より、新たな資本規制であるバーゼルⅢ最終化が適用され、新資本  

規制のルールに従い自己資本比率の算定・開示を行うこととなりましたのでお知らせします。 

これにあわせ、新資本規制ルールによる先行きの自己資本比率の見通しについてお知らせします。 

当行では、引き続き内部管理態勢の充実に努め、健全性を維持しながら株主・投資者の皆さまの

ご期待に沿えるよう様々な検討を行ってまいります。 

 

【バーゼルⅢ最終化について】 

金融機関の経営の健全性を維持するために国際的に導入されている自己資本比率をはじめとす

る規制の見直しを指します。 

日本国内での適用時期は、国際統一基準行および当行を含む内部モデルを採用する国内基準行は

2024 年 3 月末から、その他の国内基準行は 2025 年 3 月末からとなっています。 

 

以  上 

 

本件に関する照会先：総合企画部 財務室 塚田（TEL 048－641－6111） 
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以降

 当⾏は、信⽤リスク管理の⾼度化を⽬的として 2022年度末(2023/3末)に⾦融庁の承認を受け、⾃⼰資本
⽐率の算定における信⽤リスクの計測⼿法を基礎的内部格付⼿法(FIRB)に変更いたしました。

 また、2023年度末(2024/3末)より、新たな資本規制である最終化されたバーゼルⅢを適⽤することとなりました。
 これにより今後の連結⾃⼰資本⽐率は、相応の⽔準を維持する⾒通しです。

実 績 現中期経営計画 「ＭＣＰ１/3」

「ＭＣＰ１/３」における⽬標⽔準
2025年度末 11％以上

※リスクイベントが発⽣しても、8％以上を
維持できる⽔準として設定。

次期経営計画以降

バーゼルⅢ最終化適⽤後の⾃⼰資本⽐率の⾒通し

標準的⼿法（SA）

フロア⽔準 80％ 55%              60%             65%              70%             72.5%          72.5%
フロア抵触無し

基礎的内部格付⼿法（FIRB）

【2023年度以降の⾒通し︓2023/9期の実績をもとにバーゼルⅢ最終化基準で試算】

• 資本の額は⼀定として試算。
• 新規制では、2028年度末まで段階的に全体のリスク・アセットを調整する制限(フロア

調整)が設けられており、連結⾃⼰資本⽐率は 2025年度に向けて上昇し、2028年
度にかけて低下。 2029年度以降はフロア調整の影響が⼀定となります。
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本資料に関するご照会先

武蔵野銀⾏ 総合企画部
℡ ０４８－６４１－６１１１（代）

担当︓塚⽥・丹野

本資料は、情報の提供のみを⽬的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘するもの
ではありません。
本資料に記載された事項の全部⼜は⼀部は予告なく修正⼜は変更されることがあります。
本資料には、将来の業績にかかる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証する
ものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化等により異
なる可能性があることにご留意ください。
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